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●会長スピーチ 会長 滝川 博則
皆さん、こんにちは。
この3連休、地元・勝山では勝山左義長ま

つりが開催されました。
太鼓の音、櫓の熱気、そして通りにあふ

れる笑顔。私はこの祭りを通じて、ようや
く「春の訪れ」を実感いたしました。

新聞報道によれば、2日間で8万5千人の来場があった
との公式発表。普段は人通りも少ない通りに、これだ
けの人が集う光景は圧巻でした。
期間中は角界関係の方も訪れ、さらに元バレーボー

ル日本代表の三屋裕子さんが帰省されていたとのこと。
そして私自身も櫓の下で、バドミントン世界トップ

クラスの山口茜選手とお会いする機会をいただきまし
た。
さらには、私が懇意にしているプロレス団体の若手

選手も勝山を訪れてくれました。
改めて感じたのは、左義長まつりは単なる伝統行事

ではなく、「非日常の出逢いを生む場」へと進化して
いるということです。

●幹事報告 幹事 辻 利津子
〇理事会議事録をご確認ください。

●出席報告 山内 智子
2月24日 欠席4名 80％
2月17日 欠席4名 80％

●ニコニコ報告 笠松 誠一

沢櫓 作り物3位になって 笠松誠一

●委員会報告 
●ＳＡＡ 織田 昌弘
3月の会場設営はＣグループです。よろしくお願いし
ます。

人が集い、語らい、世代を超えて交わる。そこに新
しい縁が生まれ、通りが、そして地域が元気になる。
ロータリーもまた例会という“日常”の中に、新し

い出逢いと化学反応を生む場でありたい。
祭りの熱気をエネルギーに変え、春のスタートを

切ってまいりましょう。

会員のコーナー
山内智子会員

アサヒフードの季節イベント商品をご紹介します

うなぎ おはぎ かに飯

お赤飯

ぼたもち

おせち料理 恵方巻

他にも『たこ焼き』『山菜おこわ』『ミニよもぎ大福』『海鮮バラ寿司』秋祭り用に『笹寿司』『昆布巻』『里芋の煮っ転がし』などを販売しました。
会員の皆様にお声掛けして買っていただきたいのですが、小心者の私なので（？）皆様からのお声掛けお待ちしております。

お知らせまでに 3月は3/10(火)お赤飯・3/19(木)ぼたもち　となっております😄

生のうなぎを一度蒸し、
炭火でふっくら焼き上げ
ます。うなぎのタレは骨
から出汁をとり作ってい
ます。タレだけでご飯が
進みます！

北海道産小豆を使用。甘
さ控えめのあんこは毎年
大好評で小豆のみのお客
様が増えています。

七福巻、サラダ巻、ソー
スカツ巻をはじめ、今年
は初のネギトロ巻を販売
しました。極太のネギト
ロ巻は食べ応えもあり来
年も販売決定です⁉

お正月にはおせち料理で
すよね！毎年内容を変え
るのは大変ですが、フタ
を開ける時のワクワク感
を大切にしています。
干支の練り切りはお子様
に大人気です！

ローストチキンとフ
ライドチキンの2種
類をご用意していま
す。今年はミニケー
キ（チョコ＆いち
ご）セットも大好評

でした🍰

短冊を玉子焼きで作
れないかな？と社員
と一緒に試作を重
ね、昨年完成した短
冊玉子焼き。左義長
の2日間限定でお客
様、道の駅にて販売
しています。

　ちょっと会社の宣伝になって申し訳ないですが…
   新入会員卓話で少しお話させていただきましたイベント商品のご紹介をさせていただきます。
   弊社では、学校給食、一般家庭や事業所へのお弁当だけでなく、季節にちなんだ商品も製造、販売、配達をしています。

　左義長巻

かに身をゆでた出汁
を加えてご飯を炊い
ています。かに身を
たっぷりとのせたか
に飯です。

小豆、きな粉、黒ゴマのセットです。
小豆のみや小豆2ケ、きな粉1ケなど
の組み合わせも出来ますよ！

クリスマスチキン
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4つのテスト ①真実かどうか ②みんなに公平か ③好意と友情を深めるか ④みんなのためになるかどうか

皆さんこんにちは。勝山市教育長の油谷
です。「今日は勝山の教育のむかうとこ
ろ」と題してお話をさせていただきます。
私の思いをお話するとなると1時間はかかっ
てしまいますので、今特に大事に思ってい
ることをお話しさせていただければと思い
ます。

【現状認識（人口・高齢化・学校規模）】
勝山市は人口減少と高齢化が全国より約20年先行して

進行している状況です。
2024年12月末の人口は20,688人で、2025年には2万人割

れが迫っています。高齢化率は38.8%に達し、小学校は9
校計871人、中学校は3校計478人で、学年・学校あたりの
児童生徒数が著しく減少しています。小規模校では入学
者数が2〜3人の事例も複数確認され、教育環境の持続性
が課題です。
勝山市内には完全複式学級の小学校が3校存在し、学校

再編検討の重要な指標となっています。
複式学級とは、2学年を1クラスに編成して共同で学習

する形態です。具体的には1・2年、3・4年、5・6年をそ
れぞれ一つの学級とする形です。

【出生動向と将来見通し】
年間出生数は減少基調で、令和5年度に初めて100人を

下回り、直近では86人、76人、2025年1月末時点で71人と
なっています。妊娠届からの見込みでは年度末80人程度
と推計されています。出生数は小学校入学者数に6年後反
映されるため、今後さらに小学校規模が縮小する見通し
です。

【主要データと課題の根拠（若者意識の実態）】
日本財団2024年調査では、18歳の人生の目標・方向性

（63.0%）、行為の目的・意味（62.8%）、将来の夢
（60.1%）が低水準で、自己有用感・自己肯定感や主体
性・当事者意識の弱さが示されています。
内閣府令和5年度調査でも「自分自身に満足している」

割合が主要国より顕著に低いことが確認されています。
福井県高校生調査では、地域愛着・貢献意欲が高い生

徒ほど県内居住意向が高まる傾向が示され、地域連携型
探究が愛着・誇り・貢献意欲の向上に寄与することが確
認されています。

【中心概念の定義（主体性・当事者意識）】
主体性とは、自分で考える、判断する、決める、行動

に移す、自己責任を負う力の総体です。
当事者意識とは、意見の相違を相手の立場で理解・尊

重し、共通目的を対話で見出し、目的実現のために協働
する姿勢です。
これらは教科書中心の受動的学習では育ちにくく、挫

折や協働、対話、実践を通じた経験学習で涵養される資
質・能力です。

【新しい考え方やアプローチ（段階的再編と地域連携
型探究）】
勝山市は中学校統合を先行し、運営のプロトタイプを

確立した後に小学校の在り方を検討する段階的アプロー
チを採用します。
教育内容面では、教科横断の探究学習と地域連携型

キャリア教育を核に、一次情報のフィールドワーク、対
話・協働、自己表現を重視します。AI時代に対応し、定
型業務に依存しない自律的意思決定力を育てます。

【組織のミッションや理念との関連】
教育行政のミッションは、地域の実情を直視しながら

子どもの学びの質と機会均等を守ることです。
勝山中学校（令和9年4月開校予定）は市の教育の中核

として、小中高の接続を牽引し、恐竜・地質・文化など
の地域資源と探究学習を結びつけます。
主体性・当事者意識の育成を、ふるさと勝山への愛

着・誇りの形成と統合し、学びの社会実装を推進します。

勝山の教育の向かうところ
勝山市教育長 油谷 泉 氏

ゲスト卓話

勝山中学校がめざす生徒像 4つのC

１ 何事にも自信を持って粘り強く挑戦し学び続ける生徒
Challenge

２ 多様な他者と協働し主体的に考え行動する生徒
Collaboration

３ 自分と他者のよさを認め尊重し関わり合う生徒
Communication

４ 自分らしい生き方を考え将来をデザインする生徒
Career

勝山中学校
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